














































































































































































































































































































































































た大規模システム・モデルであるＭＥＴＳ(Ｍａｃrｏ Economic Transport Simula-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　－　　　－　　　－












セシビリティの向上をも反映しうるRevised COMETRIP (Revised Consoli-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
dated Model in Evaluation of Transport Investment Project),第10次計画では生
　　　一　　　一　　　　　一　　　－　　　　－
産関数の一次回次の仮定からの脱却を図り，価格の内生化という点では画
期的なモデルであるIRENE (InterregionalEconometric Evaluation Model for
　　　　　　　　　　　　　　－　－　　　　－　一　　　　一
10* Five-Year Road ｌｎｖｅstｍｅｎtＰrogrａｍ)13)，第11次計画ではマクロ的な道路
網のインプットで経済効果の計測が可能というモデルの操作性向上に大き
－41－
く留意したEMACC (EvaluationＭodel forRoad Construction with Incorporating
the AccessibilityEffect),現行の新計画では道路混雑の影響をアクセシビリ
ティ指標に盛り込んだFORMATION (Forecasting Model for Nationwide Ef-
　　　　　　　　　　　　　　　　　-　一　　一
feet of Road Improvement lnｖｅstｍｅｎt)14)が構築され，シミュレーションが試
みられている。もっぱら技術的観点から，各モデルでのシミュレーション
結果は計測期間を10年に限定する分析(truncated analysis)であるが，生産
力拡大効果，需要創出効果に分けた形で公表されている。ちなみに便益／
費用比は第９次計画以降それぞれ3.04, 3.00, 2.79,2.44と算出されて
いる。実績データの利用可能な段階で，モデル分析の結果を事後検証する
ことが要請されるのである。
　大規模システム・モデルの限界，シミュレーション実施上で必要となる
想定道路網等のインプット・データの慎重な検討という点での課題は残さ
れているものの，最新の経済理論の成果を活用した実証分析を行っている
ことには相応の評価がなされて然るべきである。ちなみに，各モデルにつ
いての研究は内外の学術誌に評価の機会を求めており, IRENEには近年
提唱されているＣＧＥ(応用一般均衡)モデルの走りであるとの声も寄せら
れている。
　昨今，公共プロジェクトの施策・事業に成果を反映する指標であるアウ
トカム指標による評価システムが提唱されている(代表的には社会資本整備
審議会中間答申〔9, p21〕)。この手法が従来の便益／費用分析への不信から
出てきたものか，それとも便益／費用分析を補う形で出てきたものかは少
なくとも現段階では必ずしも定かではないが，両者の補完によりプロジェ
クト評価の精度が向上していくことが期待される。
　検討課題はあるにせよ，道路整備に関し科学的手法により投資効果を確
認するというステップを踏んで計画に移っていることからすれば，一連の
公共投資批判の中で展開されている道路投資批判に，この側面がどこまで
－42－
考慮・反映されているのかについては疑問なしとはしないのである。
　道路交通はＩＴS (IntelligentTransportSystems)の時代に入りつつある。そ
の点では従来の道路とは異なった道路の整備が必要とされることになる。
もちろん，道路利用者の意向を十分に踏まえ，道路利用に伴う社会的限界
費用負担の制度化等を検討していかなければならないのは当然であるが，
道路という社会資本整備を適切に行うことの重要性は決して軽視されては
ならない。各種の道路政策論議，改革論議が将来にプラスに働くよう強く
期待したい。
－43－
－44－
